
　新成人たちは、着物姿やスーツ姿で成人式に出席
し、会場はとても華やかな雰囲気に包まれていました。
　式典では、新成人の代表 3名が抱負を述べ、司会
進行も新成人が行いました。
　新成人の皆さんの、今後のご活躍を期待しています。

石井町成人式（1月2日・中央公民館）

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,839 人・男　12,785 人・女　14,054 人・世帯数 9,562 世帯　平成 21 年 1 月 1 日現在

石井町の広報

町民のうごき

年頭のごあいさつ
議会だより
平成 21 年石井町消防出初式
町長コラム
石井町子ども議会
お知らせ
石井町の台所事情
いしいスナップ
健康メモ
ふれあい広場
国民健康保険加入者の方へ

主　な　内　容
……………………………2P

……………………………2P 〜 3P
………………4P

……………………………………4P
……………………………5P

………………………………6P 〜 7P
……………………8P 〜 9P

……………………………10P
……………………………………11P

………………………12P 〜 13P
………………14P

広　報 ２００９
1

第　　　号

月

146



第 146 号 広　報　い　し　い 平成 21 年 1 月 15 日　（2）

　

平
成
20
年
第
４
回
定
例
町

議
会
を
12
月
10
日
か
ら
19
日

ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
可
決

８
議
案
、
修
正
可
決
１
議
案
、

否
決
６
議
案
で
し
た
。

　

な
お
、「
町
政
の
概
要
」
に

つ
い
て
は
、
次
号
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
町
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
平

成
21
年
の
新
春
を
清
々
し
く
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
中
は
、
町
政
の
様
々
な

分
野
に
わ
た
り
、
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
た
今
、
国
の

財
政
難
に
よ
る
硬
直
化
が
続
く
行

財
政
事
情
に
あ
っ
て
、
国
も
地
方

も
無
駄
を
無
く
し
た
効
率
的
な
運

営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
、
町
政
の
改
革
を
掲
げ
て

石
井
町
長
に
当
選
し
て
か
ら
、
１

年
９
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
町
長

就
任
以
来
、
入
札
の
適
正
化
、
委

託
金
額
の
見
直
し
、
職
員
数
の
削

減
な
ど
に
よ
り
徹
底
的
に
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
進
め
つ
つ
、
ガ
ン
検

診
の
無
料
化
、
町
施
設
19
カ
所
へ

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
、
多
子
世
帯
へ
の

保
育
料
軽
減
な
ど
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
改
革
は
途

年
頭
の

　
ご
あ
い
さ
つ

中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
戻
り
す
る

こ
と
も
止
ま
る
こ
と
も
出
来
ま
せ

ん
。

　

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
世
界
金
融

危
機
に
よ
り
、
年
明
け
か
ら
明
る

い
展
望
が
見
い
だ
せ
な
い
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
健
康
で
快
適
な
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、
山
積
す
る
行
政
課
題
に

的
確
に
応
え
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
石
井
町
議
会
議
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年

の
始
ま
り
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
米
国
に
端
を
発
す
る

世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
を
受

け
、
経
済
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
行
き
先
不
透
明
感
が
強
く
、

地
域
経
済
は
深
刻
度
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
税

源
移
譲
・
権
限
委
譲
を
基
本
と
す

る
地
方
分
権
改
革
は
、
地
方
の
行

財
政
運
営
を
自
主
・
自
立
さ
せ
る

た
め
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
実
現
に
至
る
ま
で
最
大

限
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
下
の
町
村
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
が
進
み
、
社
会
保
障
関
係

の
経
費
が
増
大
を
続
け
る
中
、
地

方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
な
ど
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
都
市

と
の
地
域
間
格
差
も
ま
す
ま
す
拡

大
し
て
お
り
ま
す
。

　

石
井
町
も
自
主
財
源
の
乏
し
い

中
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
実

施
し
、
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
決

意
を
新
た
に
地
域
住
民
の
代
表
と

し
て
、
夢
や
希
望
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
個
性
豊
か
で
、
魅
力
と

活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
も
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
努

力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
明
る
く
楽
し
く
元

気
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
修
正
可
決

●
平
成
20
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

△
４
２
１
万
４
千
円

予
算
の
総
額

73
億
７
，
２
６
４
万
５
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

退
職
手
当
組
合
負
担
金

２
，
９
２
５
万
１
千
円

小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
構

築
事
業　
　
　

４
，
７
０
０
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

△
２
，
０
５
１
万
７
千
円

特
別
職
及
び
一
般
職
の
給
与
費
及

び
共
済
費△

７
，
８
５
６
万
４
千
円

主
な
歳
入
の
内
容

普
通
交
付
税２

億
９
，
８
４
５
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
３
億
３
，
５
７
０
万
４
千
円

地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総

合
対
策
交
付
金

１
，
１
６
８
万
８
千
円

●
平
成
20
年
度
石
井
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額

２
２
６
万
４
千
円

予
算
の
総
額

28
億
２
，
６
４
２
万
２
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

共
同
電
算
事
務
委
託
料

１
４
８
万
９
千
円

職
員
給
与
費　
　
　

76
万
１
千
円

主
な
歳
入
の
内
容

前
年
度
繰
越
金

９
，
４
０
１
万
１
千
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
６
，
６
０
０
万
円

●
平
成
20
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額

△
７
，
３
２
６
万
６
千
円

議
会
だ
よ
り

補
　
正
　
予
　
算
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議
会
の
豆
知
識

　
　
　
～
議
決
に
つ
い
て
～

　

議
決
と
は
、
個
々
の
議
員
が
、

議
案
な
ど
に
対
し
て
賛
成
・
反
対

の
意
思
表
示
を
し
た
結
果
、
得
ら

れ
た
議
会
の
意
志
決
定
の
こ
と
を

い
い
、
原
則
、
出
席
議
員
の
過
半

数
を
も
っ
て
そ
の
可
否
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
項
、
事

柄
に
よ
り
議
決
に
は
色
々
な
形
態

が
あ
り
ま
す
。

①
可
決
・
否
決

〔
対
象
〕
条
例
・
予
算
・
意
見
書
・

決
議
・
そ
の
他
（
②
～
⑤
以
外
で

町
政
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
）

　

な
お
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
場
合
を
原
案
可
決
、
原
案
を
一

部
修
正
し
て
可
決
さ
れ
た
場
合
を

修
正
可
決
と
い
い
ま
す
。

②
同
意

〔
対
象
〕
人
事
案
件

③
承
認

〔
対
象
〕
専
決
処
分
の
報
告

④
認
定

〔
対
象
〕
決
算

⑤
採
択
・
不
採
択

〔
対
象
〕
請
願
・
陳
情

予
算
の
総
額

13
億
７
，
０
０
０
万
９
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

給
料　
　
　

△
４
，
７
５
３
万
円

職
員
手
当
等

△
２
，
４
４
０
万
３
千
円

歳
入
の
内
容

給
与
振
替
収
入

△
７
，
３
２
６
万
６
千
円

●
平
成
20
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

△
６
２
１
万
円

予
算
の
総
額

20
億
５
，
４
７
８
万
１
千
円

主
な
歳
出
の
内
容

職
員
給
与
費

△
２
，
６
７
６
万
７
千
円

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費

６
３
５
万
６
千
円

特
定
高
齢
者
把
握
事
業

３
０
４
万
５
千
円

主
な
歳
入
の
内
容

国
庫
負
担
金
現
年
度
分

１
９
２
万
８
千
円

支
払
基
金
交
付
金
現
年
度
分

４
６
０
万
９
千
円

一
般
会
計
繰
入
金

△
２
，
０
５
１
万
７
千
円

●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

個
人
の
町
民
税
及
び
固
定
資
産

税
の
前
納
報
奨
金
を
廃
止
す
る
た

め
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

産
科
医
療
保
障
制
度
の
創
設
に

伴
い
、
同
制
度
に
加
入
の
医
療
機

関
等
で
分
娩
し
た
場
合
に
は
出
産

一
時
金
に
３
万
円
を
上
限
と
し
て

加
算
を
行
う
こ
と
と
す
る
た
め
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

宅
地
開
発
内
の
道
路
等
を
町
道

に
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
道

路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
、
楠
直
氏
の

任
期
が
平
成
21
年
３
月
31
日
で
満

了
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
後
任

候
補
者
と
し
て
同
氏
を
再
推
薦
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
中
村
初
江

氏
を
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
20
年
10
月
14
日
に
開
催
し
た

平
成
20
年
石
井
町
議
会
第
１
回
臨

時
会
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

●
河
野
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告

決
議

　

河
野
町
長
に
対
す
る
辞
職
勧
告

決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
否　
　
決

●
石
井
町
自
転
車
等
放
置
防
止
条

例
に
つ
い
て

●
石
井
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
石
井
町
中
央
公
民
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

●
平
成
20
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

地
方
自
治
法
第
179
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た
事

項
を
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
得

ま
し
た
。

●
町
の
行
政
執
行
の
適
正
化
（
池

田
児
童
公
園
違
法
駐
輪
場
の
原
状

回
復
等
）
に
関
す
る
決
議
に
つ
い

て

　

町
の
行
政
執
行
の
適
正
化
（
池

田
児
童
公
園
違
法
駐
輪
場
の
原
状

回
復
等
）
に
関
す
る
決
議
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
20
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
20
年
度
石
井
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
20
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
石
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

●
石
井
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

●
公
益
法
人
等
へ
の
石
井
町
職
員

の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

条
例
の
一
部
改
正

人
　
　
　
事

そ
　
の
　
他

専
決
処
分
事
項
の
報
告

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
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石
井
町
消
防

出
初
式

　

１
月
11
日
に
新
春
恒
例
の
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
永
年
消

防
活
動
等
に
功
労
の
あ
っ
た
団

員
ら
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
知
事
表
彰
〔
個
人
表
彰
〕

石
井
分
団
第
７
部　
　

篠
原
博
文

石
井
分
団
第
９
部
班
長

山
下
益
生

浦
庄
分
団
第
１
部　
　

小
泉
暢
治

藍
畑
分
団
第
６
部　
　

井
内
孝
明

高
川
原
分
団
第
３
部　

柏
木
友
晴

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

〔
功
績
章
〕

高
原
分
団
分
団
長　
　

奥
山
茂
輝

石
井
分
団
第
１
部
部
長

竹
内
富
男

高
川
原
分
団
第
２
部　

井
内
重
利

高
川
原
分
団
第
３
部　

笠
井　

仁

〔
精
績
章
〕

石
井
分
団
第
９
部
部
長

竹
内
美
登

石
井
分
団
第
９
部　

久
米
順
一
郎

浦
庄
分
団
第
３
部　
　

金
山
博
信

浦
庄
分
団
第
３
部　
　

河
村　

正

藍
畑
分
団
第
７
部　
　

小
天
英
治

高
川
原
分
団
第
３
部
班
長木

下
貴
雄

高
川
原
分
団
第
４
部　

田
中
憲
博

高
川
原
分
団
第
４
部　

吉
田
幸
司

徳
島
県
消
防
協
会
名
西
地
方
分
会

長
表
彰

石
井
分
団
第
３
部
班
長

篠
原
宏
明

石
井
分
団
第
３
部　
　

一
宮
洋
平

石
井
分
団
第
３
部　
　

河
野
真
人

石
井
分
団
第
３
部　
　

武
市
隆
宏

石
井
分
団
第
４
部　
　

森　

由
充

石
井
分
団
第
６
部
部
長

笠
原
章
玄

浦
庄
分
団
第
１
部　
　

大
西
武
志

浦
庄
分
団
第
１
部　
　

原　

直
樹

浦
庄
分
団
第
２
部
班
長

三
宅　

健

浦
庄
分
団
第
２
部　
　

日
野
成
敏

浦
庄
分
団
第
３
部
班
長冨

士
原
喜
史

浦
庄
分
団
第
５
部　
　

天
羽
尚
生

浦
庄
分
団
第
５
部　
　

一
宮
宏
行

高
原
分
団
第
１
部
班
長

麻
植
浩
一

高
原
分
団
第
１
部　
　

平
野
幸
信

高
原
分
団
第
３
部　
　

藤
原
勇
二

藍
畑
分
団
第
１
部　
　

加
統　

剛

藍
畑
分
団
第
１
部　
　

乾　

誠
治

藍
畑
分
団
第
３
部
班
長

伊
藤
正
樹

藍
畑
分
団
第
５
部　
　

小
川
英
士

高
川
原
分
団
第
１
部

久
米
川
貴
志

高
川
原
分
団
第
２
部　

山
田
芳
伸

石
井
町
長
表
彰

石
井
分
団
第
２
部　
　

喜
多
利
生

石
井
分
団
第
２
部　
　

仁
木　

宏

石
井
分
団
第
３
部　
　

山
下
英
郎

石
井
分
団
第
４
部　
　

武
市
和
三

浦
庄
分
団
第
５
部
班
長

山
口
博
昭

浦
庄
分
団
第
５
部　
　

平
井
孝
佳

高
原
分
団
第
１
部　
　

矢
上
禎
和

高
原
分
団
第
３
部　
　

桑
村
英
樹

高
原
分
団
第
４
部
班
長

島
田
浩
志

藍
畑
分
団
第
３
部　
　

横
畠
栄
作

藍
畑
分
団
第
４
部　
　

板
東
謙
詞

藍
畑
分
団
第
６
部
部
長

山
根
政
和

藍
畑
分
団
第
７
部　

佐
々
木
雅
大

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

元
石
井
分
団
第
２
部　

仁
木
康
仁

元
石
井
分
団
第
３
部　

久
米
一
徳

元
石
井
分
団
第
４
部　

増
田
隆
史

元
石
井
分
団
第
６
部　

遠
藤
正
昭

元
石
井
分
団
第
７
部　

近
藤
隆
史

元
浦
庄
分
団
第
１
部　

大
西
康
二

元
浦
庄
分
団
第
４
部　

山
本　

猛

元
高
原
分
団
第
１
部　

畑　

典
和

元
高
原
分
団
第
３
部
部
長後

藤
利
春

元
高
原
分
団
第
３
部
班
長吉

岡
正
一

元
高
原
分
団
第
３
部
班
長片

保
好
弘

元
高
原
分
団
第
３
部　

高
瀬
正
人

元
高
原
分
団
第
４
部　

池
北
哲
也

元
高
原
分
団
第
４
部　

野
田
真
也

元
藍
畑
分
団
第
１
部
部
長桑

内
淳
二

元
藍
畑
分
団
第
３
部　

坂
東
一
学

元
藍
畑
分
団
第
４
部　

瀬
部
和
彦

元
高
川
原
分
団
第
１
部

田
原
照
之

元
高
川
原
分
団
第
５
部

加
藤
賢
司

石
井
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

石
井
分
団
第
２
部
部
長

木
村
勇
人

石
井
分
団
第
３
部
部
長

近
藤
祐
二

石
井
分
団
第
７
部
部
長

久
米
貴
弘

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成21年

　

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
と

は
、
学
校
に
対
し
て
自
己
中
心
的

で
理
不
尽
な
要
求
を
繰
り
返
す
保

護
者
の
こ
と
で
、
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
求
の
内
容

は
、
自
分
の
子
供
可
愛
さ
の
あ
ま

り
直
接
教
員
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け

た
り
、
子
供
同
士
の
ケ
ン
カ
で
苦

情
を
言
い
続
け
た
り
、
劇
の
主
役

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手
に
し
ろ

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　

教
育
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
行
政
の
協
調
が
重

要
で
す
。「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ

ン
ト
」
と
い
う
言
葉
が
、
保
護
者

と
学
校
な
ど
と
の
関
係
に
悪
い
影

響
を
与
え
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。

　

役
場
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
様
々
な
要
望
や
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
行
政
へ
の
要
望
に

つ
い
て
「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン

ト
」
と
類
似
し
た
言
葉
が
生
ま
れ

な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん

の
要
望
に
こ
え
た
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町長コラム

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト

に
な
ら
な
い
で
！

石
井
町
長
　
河
野
俊
明
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11
月
５
日
、
石
井
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
町
政
へ
の
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
石
井
町
子
ど
も
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

各
小
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
16

名
（
各
小
学
校
か
ら
２
名
、
各
中

学
校
か
ら
３
名
）
が
議
員
と
し
て

子
ど
も
議
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
通
常
の
議
会

で
行
う
一
般
質
問
と
同
様
に
、
議

員
が
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
、

町
長
、
教
育
長
、
教
育
委
員
長
、

担
当
課
長
が
回
答
す
る
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
の
議
事
を
進
行
す

る
議
長
も
、
議
員
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
２
名
が
務
め
、
あ
と
の
14
名

が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
議
場
の
独
特

の
雰
囲
気
に
少
し
緊
張
し
て
い
る

様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
人
顔

負
け
の
質
問
を
町
に
対
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
身
近
な
問
題
で
あ
る
学

校
に
関
す
る
事
が
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
学
校
や
教
育
施
設
の
整
備

や
備
品
の
整
備
、
英
語
教
育
の
充

実
と
い
っ
た
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
校
に
関
す
る
事
だ
け

で
な
く
、
環
境
問
題
に
関
す
る
事

や
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災

対
策
に
関
す
る
事
、
石
井
町
を
活

性
化
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
か
ら
生
ま
れ
る
貴
重
な
意
見

や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
や
提
言
を
、
こ
れ

か
ら
の
石
井
町
の
行
政
運
営
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
活
動

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
石
井
町
人

権
擁
護
委
員
の
林
幸
代
さ
ん
が
、

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

10
月
21
日
、
石
井
町
役
場
に
て

石
井
町
防
災
協
力
事
業
所
（
防
災

応
援
団
）
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
井
町
で
は
、
東
南
海
・
南
海

地
震
な
ど
の
広
域
的
な
災
害
や
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
支

援
活
動
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
、
石
井
町

防
災
協
力
事
業
所（
防
災
応
援
団
）

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

官
民
が
協
働
し
、住
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
石

井
町
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、
い

じ
め
問
題
や
同
和
問
題
、
男
女
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
相
談

に
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
井
町
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜

日
（
午
後
１
時
～
４
時
）
に
高
川

原
福
祉
会
館
で
人
権
相
談
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
お

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
人
権
相
談
に
関
す
る
こ
と
は
、

住
民
課　

℡
６
７
４
―
１
１
１
４

石
井
町
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

石
井
町
防
災
協
力
事
業
所
（
防
災
応
援
団
）
調
印
式
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●
徳
島
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

最低賃金件名 時間額 効力発生日
徳島県最低賃金 632 円 平成 20 年 11 月 7 日
紡績、織物業 652 円 平成 15 年 12 月 21 日
造作材・合板・建築用組
立材料製造業 769 円 平成 20 年 12 月 21 日

はん用機械器具、生産用
機械器具、業務用機械器
具製造業

789 円 平成 20 年 12 月 21 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業

743 円 平成 20 年 12 月 21 日

※
徳
島
労
働
局

℡
６
５
２
―
９
１
６
５

●
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
「
広
報
い
し
い
」
を
は
じ
め
と

す
る
石
井
町
が
行
う
広
報
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
方
（
平

成
20
年
度
に
モ
ニ
タ
ー
を
さ
れ
て

い
る
方
も
継
続
し
て
応
募
で
き
ま

す
。）

募
集
人
数　
10
名
程
度

活
動
内
容　
石
井
町
の
広
報
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　
平
成
21
年
４
月
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
９
―
３
２
９
５

企
画
財
政
課　
広
報
モ
ニ
タ
ー
係

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　
３
月
31
日
（
火
）

※
企
画
財
政
課

℡
６
７
４
―
７
５
０
１

●
放
送
大
学
学
生
募
集

　
　
　
　
　
平
成
21
年
４
月
入
校

　

マ
イ
ペ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
）
で
自
宅
学
習
で
き
ま
す
。

　

１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

出
願
受
付
期
限

　
（
教
養
学
部
・
大
学
院《
選
科
生
・

科
目
生
》）

２
月
28
日
（
土
）
必
着

※
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
６
０
２
―
０
１
５
１

●
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
応
援

す
る
緊
急
保
証
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
指
定
業
種
698
業
種
が

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

市
町
村
で
の
認
定
要
件

①
最
近
３
カ
月
間
の
平
均
売
上
高

等
が
前
年
度
比
３
％
以
上
減
少

②
製
品
等
原
価
の
内
20
％
以
上
を

占
め
る
原
油
ま
た
は
石
油
製
品
の

仕
入
れ
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
製
品
等
価
格
に
転

嫁
で
き
て
い
な
い

③
最
近
３
カ
月
間
の
平
均
売
上
総
利

益
率
ま
た
は
平
均
営
業
利
益
率
が
前

年
同
期
と
比
べ
３
％
以
上
減
少

※
産
業
経
済
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
８

●
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た

り
200
万
円
以
内

利
率　
年
２
・
45
％

（
平
成
20
年
11
月
10
日
現
在
）

返
済
期
間　
10
年
以
内

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

※
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

℡
６
２
２
―
７
２
７
１

●
新
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う

メ
リ
ッ
ト
１　
少
子
高
齢
化
を
先

取
り
し
た
、
将
来
の
年
金
支
給
に

必
要
な
年
金
原
資
を
加
入
者
自
身

で
積
み
立
て
て
い
く
「
積
み
立
て

方
式
」
で
、
財
政
上
安
定
し
た
制

度
で
す
。

　

な
お
、
年
金
給
付
額
は
、
加
入

者
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
額
が
決
定
す
る
「
確
定

拠
出
型
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２　

農
業
者
年
金
は
、

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
と
い

う
農
業
政
策
の
柱
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
関
係
で
、
認
定
農
業
者

や
青
色
申
告
者
等
の
意
欲
あ
る
担

い
手
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
政
策

支
援
と
し
て
の
保
険
料
助
成
が
あ

る
唯
一
の
政
策
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
３　
納
付
し
た
保
険
料

の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
４　
死
亡
の
場
合
に
は
、

80
歳
ま
で
受
け
取
る
予
定
で
あ
っ

た
年
金
額
が
一
時
金
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
５　

月
額
保
険
料
は

２
万
円
（
通
常
保
険
料
）
か
ら
千

円
刻
み
で
最
高
６
万
７
千
円
ま
で

自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

※
農
業
委
員
会

℡
６
７
４
―
７
５
０
７

●
保
険
料
の
納
付
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
ま
た

は
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
を
年

金
か
ら
お
支
払
い
し
て
い
る
方
は
、

保
険
料
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替

に
よ
る
お
支
払
い
に
切
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
２
日
ま

で
に
手
続
き
を
す
る
と
、
平
成
21

年
４
月
分
の
年
金
か
ら
の
お
支
払

い
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
方

８
月
分
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
長
寿
社
会
課

℡
６
７
４
―
６
１
１
１

国
民
健
康
保
険
税
の
方

７
月
分
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
税
務
課
℡
６
７
４
―
１
１
１
５

●
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

自
己
負
担
額
が
３
割
の
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
同
一
世

帯
の
70
歳
以
上
の
収
入
合
計
が

520
万
円
未
満
の
方
は
、
申
請
す
る

と
１
割
の
被
保
険
者
証
に
変
更
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
長
寿
社
会
課

℡
６
７
４
―
６
１
１
１

お知らせ
Information募

集

暮

ら

し
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●
確
定
申
告
会
場
に
つ
い
て

確
定
申
告
会
場　
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
３
階
第
２
特
別
会
議
室

期
間　
２
月
２
日
（
月
）
～

３
月
16
日
（
月
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
２
月
22
日
及
び
３
月
１
日
の

日
曜
日
は
確
定
申
告
の
相
談
・
申

告
書
の
受
付
が
行
わ
れ
ま
す
。）

◎
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎

内
に
は
、
確
定
申
告
会
場
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◎
イ
ベ
ン
ト
等
の
関
係
で
無
料
駐

車
場
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く

場
合
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
よ
う
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含

む
）
の
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
電
子
申
告

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電

子
証
明
書
を
付
し
て
期
限
内
に
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
最
高
５
千

円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
19

年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適

用
を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領

収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
記
載

内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確

定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
添
付

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

④
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還

付
申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.nta.go.jp

※
徳
島
税
務
署

℡
６
２
２
―
４
１
３
１

●
確
定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

　

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び
贈
与

税
の
申
告
は
、
３
月
16
日
（
月
）

が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
は
、
３

月
31
日
（
火
）
が
申
告
・
納
付
（
税

務
署
）
の
期
限
で
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
ま

で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は

確
実
に
振
替
納
付
が
で
き
る
よ
う

残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
本
年
の
口
座
振
替
日
】

所
得
税　
　
　
　

４
月
22
日（
水
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　

４
月
27
日（
月
） 

申
告
相
談
日
（
土
日
を
除
く
） 

藍
畑
地
区　
　
　

２
月
16
・
17
日 

高
原
地
区　
　

２
月
18
日
～
20
日 

高
川
原
地
区　
２
月
23
日
～
26
日

石
井
地
区 【
旧
石
井
・
重
松
】

　

２
月
27
日
・
３
月
２
日
～
５
日 

【
城
ノ
内
･
白
鳥
･
尼
寺
･
内
谷
】

　
　
　
　
　
　
　

３
月
６
・
９
日

浦
庄
地
区　
　

３
月
10
日
～
13
日 

予
備
日　
　
　
　
　
　

３
月
16
日

時
間　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30

分
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時 

会
場　
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

　

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
方
も
、

住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
等
の

計
算
に
必
要
で
す
の
で
、
通
知
し
た

日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
注
意　
原
則
と
し
て
決
め
ら
れ

た
相
談
日
に
申
告
相
談
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
都
合
に
よ

り
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
申
告
期

間
中
の
受
付
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

各
地
区
別
に
関
係
な
く
申
告
相
談

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

●
公
的
年
金
等
の
確
定
申
告
相
談
会

会
場　
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

日
時　
２
月
２
・３
日

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◎
必
要
書
類

①
確
定
申
告
書
用
紙
（
送
付
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
当
日
交
付
し
ま

す
）
／
②
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
、
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の

あ
る
方
は
そ
の
所
得
の
計
算
に
必

要
な
も
の
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
）
／
③
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
の
支
払
証
明
書
／
④

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額
の
分

か
る
書
類
／
⑤
国
民
年
金
保
険
料

等
の
支
払
を
し
た
旨
を
証
す
る
書

類
（
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
な
ど
）
／
⑥

医
療
費
の
領
収
書
（
原
則
と
し
て
、

平
成
20
年
中
に
実
際
に
支
出
し
た

医
療
費
が
10
万
円
を
超
え
る
方
）

／
⑦
印
鑑
、
預
金
口
座
番
号
（
申

請
名
義
人
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

が
分
か
る
も
の
、
筆
記
用
具
、
計

算
用
具
な
ど 

●
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
平
成
20
年
分
の
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た

場
合
、
３
月
16
日
ま
で
に
、
平
成

21
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い
の

市
町
村
へ
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
こ

の
申
告
は
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
申
告
書
の
提
出
方
法
〉

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
市
町
村

へ
提
出

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署
へ

提
出

●
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
２
月
２
日
（
月
）

提
出
部
数　
１
部

提
出
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
税
務
課

℡
６
７
４
―
１
１
１
５

徳
島
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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人件費
24.8％

義務的
経費
55.1％

公債費
15.4％

扶助費
14.9％

投資的経費
3.5％

その他
の経費
41.4％

物件費
16.9％

普通建設事業
3.5％

繰出金
11.6％

補助費等
7.9％

利子割交付金0.3％

株式等譲渡所得割交付金0.1％
配当割交付金0.2％
交通安全対策特別交付金0.1％

地方譲与税1.6％

地方消費税交付金2.9％

町債3.4％

県支出金
6.6％

国庫支出金
5.7％

地方　
交付税
　28.0％

依存
財源
49.6％

自主財源
50.4％

町税
37.1％

繰入金
1.9％

使用料及び
手数料　3.5％

諸収入　2.4％

歳出

歳入

維持補修費2.2％
積立金2.8％

繰越金3.7％
分担金及び負担金1.0％
財産収入0.1％

寄附金0.7％

自動車取得税交付金0.5％

地方特例交付金等0.2％
　歳入決算額および構成比　　　（単位：千円）

区　　　　　分 決算額 構成比

自　

主　

財　

源

町税 2,745,850 37.1％
繰入金 140,578 1.9％
使用料及び手数料 265,483 3.5％
繰越金 272,113 3.7％
諸収入 175,842 2.4％
分担金及び負担金 78,634 1.0％
財産収入 4,821 0.1％
寄附金 50,000 0.7％

依　

存　

財　

源

地方交付税 2,075,827 28.0％
国庫支出金 420,024 5.7％
県支出金 487,785 6.6％
町債 253,844 3.4％
地方譲与税 115,782 1.6％
地方消費税交付金 214,983 2.9％
地方特例交付金等 13,859 0.2％
自動車取得税交付金 39,251 0.5％
利子割交付金 19,664 0.3％
株式等譲渡所得割交付金 9,532 0.1％
配当割交付金 15,888 0.2％
交通安全対策特別交付金 4,829 0.1％

合　　　　計 7,404,589 100％

石 井 町 の
台 所 事 情

　歳出決算額および構成比　　　（単位：千円）
区　　　　　分 決算額 構成比

義務的
経　費

人件費 1,768,196 24.8％
公債費 1,096,964 15.4％
扶助費 1,065,785 14.9％

投資的
経　費

普通建設事業 246,947 3.5％
災害復旧事業 0 0.0％

その他
の経費

物件費 1,204,458 16.9％
繰出金 824,889 11.6％
補助費等 561,607 7.9％
維持補修費 157,309 2.2％
積立金 200,000 2.8％
投資及び出資金 0 0.0％

合　　　　計 7,126,155 100％

　地方自治体における会計は、一般会計と特定の場合に
設置される特別会計とによって構成されています。
　個々の地方自治体ごとで各会計の範囲が異なっている
ため、各市町村の財政状況を比較する場合、統計上統一
的に普通会計という会計区分がよく用いられています。
　石井町では一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会
計と給与集中管理特別会計によって構成されます。 平成 19 年度石井町普通会計決算
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地
方
公
共
団
体
が
財
政
を
運
営

し
て
い
く
上
で
の
原
則
の
ひ
と
つ

に
、
会
計
年
度
独
立
の
原
則
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

そ
の
年
度
中
の
支
出
は
、
同
じ
年

度
中
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
建
設
な
ど
の

多
額
な
事
業
を
す
る
と
、
そ
う
も

い
き
ま
せ
ん
。
各
年
度
間
の
負
担

を
平
準
化
し
た
り
、
収
支
の
均
衡

を
図
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
地
方

債
を
起
こ
し
た
り
、
積
み
立
て
て

い
る
基
金
を
取
り
崩
し
た
り
し
て
、

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

　

地
方
債
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
１
会
計
年
度
を
超
え
て
行
う
借

入
れ
の
こ
と
を
い
い
、
町
が
起
こ

す
地
方
債
の
こ
と
を
町
債
と
い
い

ま
す
。
地
方
債
は
原
則
と
し
て
投

資
的
経
費
（
建
設
事
業
関
係
の
経

費
）
の
一
定
部
分
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
公
債
費
（
元
利
償

還
金
）
と
し
て
後
年
負
担
し
ま
す
。

　

積
立
金
と
は
特
定
の
支
出
目
的

の
た
め
、
年
度
間
の
財
源
変
動
に

備
え
、
前
も
っ
て
基
金
に
積
み
立

て
る
金
銭
の
こ
と
を
い
い
、
基
金

は
設
置
目
的
の
た
め
で
な
け
れ
ば

取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

石
井
町
の
普
通
会
計
に
お
け
る

町
債
と
基
金
の
平
成
19
年
度
末
現

在
高
は
〈
表
１
〉、
過
去
10
年
間

の
推
移
が〈
図
Ａ
〉の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
一
時
借
入
金
の
借
入
れ

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

法
令
あ
る
い
は
そ
の
性
質
上
か

ら
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

削
減
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
難
し

い
義
務
的
経
費
と
は
、
建
設
事
業

な
ど
の
た
め
に
借
入
れ
た
町
債
の

返
済
金
で
あ
る
公
債
費
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
や
児
童
手
当
な
ど

の
扶
助
費
、
職
員
の
給
料
な
ど
の

人
件
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
平
成
19
年
度
決

算
額
は
〈
表
２
〉、
過
去
10
年
間

の
推
移
は〈
図
Ｂ
〉の
と
お
り
で
す
。

〈表１〉　町債及び基金現在高
平成 19年度末現在高

町　　債 8,777,018 千円

基　　金 3,740,090 千円

〈表２〉　義務的経費の状況

平成 19年度決算額

公債費 1,096,964 千円

扶助費 1,065,785 千円

人件費 1,768,196 千円

合　計 3,930,945 千円

〈図 A〉　町債及び基金年度末現在高の推移

〈図 B〉　義務的経費の推移
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町債及び基金の状況なら
びに義務的経費の状況に
ついてお話しします。
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秋祭り（10 月下旬～ 11 月上旬）

乳牛和牛共進会（11 月２日）

農産物品評会（11 月 22 日）

ウォーキング大会（12 月 13 日）

車いす寄贈（10 月 30 日）

文化祭（11 月 21 ～ 23 日）

防火パレード（12 月 9 日）

行政相談所開設（10 月 21 日）

石井町健康まつり（11 月 7 日）

親子スポーツ教室（11 月 24 日）

高川原勇獅子（三社神社）浦安の舞（中王子神社・東王子神社）

県農業大学校グラウンドにて、乳牛・和
牛の品評や牛の毛刈りショーが行われま
した。

ＪＡ名西郡本所にて、農産物品評会が行
われ、表彰式の後、農産物の即売が行わ
れました。

ＮＰＯ法人四季の会発足記念ウォーキン
グ大会が開催されました。写真は、鎌田
尚之さん（石井）からの投稿です。

徳島山と友の会の皆さんが、石井町社会
福祉協議会に車いすを寄贈してください
ました。

中央公民館にて、石井町文化協会主催の
文化祭が開催され、各会員が日ごろの文
化活動の成果を披露しました。

石井幼稚園の園児が、火の用心を呼びか
けて幼稚園から町役場、石井消防署まで
パレードをしました。

秋の行政相談週間の期間中に、徳島行政
評価事務所の支援により役場玄関ホール
に行政相談所を開設しました。

中央公民館にて、講演や保健推進員によ
る健康劇、ＡＥＤの実演、健康づくりコー
ナー巡りなどが行われました。

徳島ボルティスの選手・コーチを講師に
迎え、親子スポーツ（サッカー）教室が
高川原町民体育館で開催されました。

いしい
スナップ

石井町内の各地区で、10月下旬から 11月上旬にかけて秋祭りが行われました。浦安の舞の
写真は、遠藤藤恵さん（石井）からの投稿です。
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表1　花粉症の原因となる主な植物と開花時期
1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

多
←
　
　
　
花
粉
量
　
　
　
→
少

4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 時2

表 2　1日の花粉の飛散量の目安

　

今
回
の
健
康
メ
モ
は
、「
花
粉

症
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
花
粉
の
飛
散
が
増
え
る

前
に
花
粉
症
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
花
粉
症
に
な
る
の
？

　

人
間
の
体
に
は
体
を
守
る
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
体
に

異
物
が
入
る
と
、
そ
れ
を
見
つ
け

攻
撃
す
る
抗
体
を
作
る
よ
う
指
令

が
出
ま
す
。
有
害
な
異
物
で
あ
れ

ば
、
抗
体
を
作
っ
て
攻
撃
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
が
、
花
粉
は
、
体

に
害
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
有

害
・
無
害
を
判
断
す
る
細
胞
が
、

無
害
と
判
断
し
、
抗
体
を
作
る
の

を
控
え
る
よ
う
指
令
を
出
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因
で
有

害
・
無
害
を
判
断
す
る
細
胞
の
働

き
が
弱
ま
る
と
、
抗
体
が
花
粉
を

有
害
な
異
物
と
し
て
攻
撃
す
る
た

め
、「
く
し
ゃ
み
」、「
涙
」、「
鼻
水
」

と
い
っ
た
花
粉
症
の
症
状
が
現
れ

る
の
で
す
。

花
粉
症
の
原
因
を
知
ろ
う

　

花
粉
症
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

の
１
つ
で
す
が
、
原
因
と
な
る
花

粉
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
医

療
機
関
で
血
液
検
査
を
受
け
、
原

因
と
な
っ
て
い
る
花
粉
を
見
つ
け

ま
し
ょ
う
。

②
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
・
帽
子
な
ど

を
利
用
す
る
（
な
る
べ
く
す
き
間

の
少
な
い
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
）

③
外
出
後
は
、
家
に
入
る
前
に
衣

服
に
つ
い
た
花
粉
を
払
う

④
空
気
清
浄
機
な
ど
を
使
い
、
室

内
か
ら
で
き
る
だ
け
花
粉
を
取
り

除
く
よ
う
心
が
け
る

花
粉
症
と
間
違
え
や
す
い
病
気

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
風
邪
〉

　

花
粉
症
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
よ
う
な
高
熱
は
出
ず
、
発
熱
が

あ
っ
て
も
微
熱
で
す
。
頭
痛
な
ど

が
あ
っ
て
も
、
関
節
痛
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
ひ
ど
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
の
ど
の
痛
み
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
〉

　

症
状
は
花
粉
症
と
似
て
い
ま
す

が
、
ほ
こ
り
や
ダ
ニ
の
フ
ン
・
死

骸
な
ど
の
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
が
原
因

で
起
こ
り
ま
す
。

〈
中
高
年
の
血
管
運
動
性
鼻
炎
〉

　

症
状
は
花
粉
症
と
似
て
い
ま
す

が
、
寒
さ
な
ど
の
気
温
差
や
湿
度

の
差
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　

花
粉
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
、

早
期
に
対
策
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

気
持
ち
よ
く
、
快
適
に
、
暖
か
い

春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
出
る
時
期
を
知
ろ
う

　

花
粉
症
の
原
因
と
な
る
花
粉
が

分
か
れ
ば
、
症
状
が
出
る
時
期
も

分
か
り
ま
す
。（
表
１
）
そ
の
時

期
に
は
、
な
る
べ
く
花
粉
を
避
け
、

体
調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

花
粉
の
飛
散
量
は
、
１
日
の
中

で
も
変
化
し
、
最
も
多
く
飛
散
す

る
の
は
花
粉
が
舞
い
上
が
り
や
す

い
お
昼
頃
と
花
粉
が
地
面
に
降
り

て
く
る
夕
方
で
す
。（
表
２
）

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
天
気
に
な

る
と
花
粉
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
晴
れ
て
気
温
が
高
い
日　
　

●
空
気
が
乾
燥
し
て
風
が
強
い
日

●
雨
上
が
り
の
翌
日
や
気
温
の
高

　
い
日
が
２
～
３
日
続
い
た
あ
と

花
粉
症
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

　

花
粉
症
と
い
う
と
、
花
粉
に
ば

か
り
注
意
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

と
同
じ
く
ら
い
に
体
調
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
し
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
出
に
く
い
体
を
作

り
ま
し
ょ
う
。（
表
３
）

花
粉
か
ら
身
を
守
ろ
う

　

簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
一
番
難

し
い
の
が
、
花
粉
を
浴
び
な
い
こ

と
で
す
。
花
粉
を
全
て
取
り
除
く

こ
と
は
無
理
な
の
で
、
で
き
る
限

り
花
粉
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

①
花
粉
の
飛
散
が
多
い
時
間
帯
の

外
出
は
避
け
る

表３　アレルギー反応の出にくい体づくり

睡　眠
睡眠は規則的に十分とりましょう。
昼寝ができる環境なら昼寝も良いで
しょう。

体　力
体力を落とさないようにしましょう。
定期的に行っている運動は続けていき
ましょう。

有酸素
運　動

普段から、鼻で呼吸できる軽い有酸
素運動をしましょう。自律神経が整い、
アレルギー反応を抑えやすくします。

ストレス

バラバラの生活リズムは、体を疲れさ
せ、花粉症の発症や悪化に確実につな
がります。ストレスや疲労をためないよ
うにしましょう。

刺激物 鼻づまりをひどくするので、辛い食べ物
やアルコールなどは控えましょう。

たばこ 鼻や目の粘膜を刺激するので、できる
だけ禁煙にしましょう。

スギ
2月〜5月

ヒノキ
3月〜5月

ブタクサ
8月〜10月

ヨモギ
9月〜11月

イネ
7月〜8月

健康メモ
花粉症を
予防しよう！
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○に入る言葉は何でしょう。
【問１】所得税の確定申告及び贈与税の申告は、３月○○日が申告・納付
　　 　の期限です。

【問２】11 月 5 日に石井町子ども○○を開催しました。

11 月号の当選者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　※ 11 月号の答え　「① 12 月 6 日　② 111 名」
大谷育子（重松）、河野俊哉（石井）、山口テル子（下浦）、先田正子（上浦）、北野伊織（高畑）
11 月号の応募総数は 40 通でした。当選者の皆さんおめでとうございます。

　　※　記入例
【問１】 −3 月○○日
【問２】 −子ども○○
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

　

11
月
10
日
、
石
井
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
石
井
女
性

の
会
が
、
町
内
５
地
区
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
100
個
と
消
火

器
25
本
を
贈
り
ま
し
た
。

　

火
災
警
報
器
と
消
火
器
は
、

藍
畑
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
名
西

消
防
組
合
石
井
消
防
署
を
通
じ
、

社団法人
全
国
消
防
機
器
協
会
か
ら
寄

贈
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により 2 月 13 日（金曜日）役場必着でご応募くだ
さい。抽選で 5 名の方に 1,000 円の図書カードを進呈します。
　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

　

火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
に

は
、
フ
レ
ッ
セ
（
全
徳
島
建
設

労
働
組
合
）
石
井
支
部
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の
約

６
割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
警

報
器
を
火
災
の
早
期
発
見
や
初

期
消
火
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

北野裕哉さん（高畑） 北野伊織さん（高畑） 中山めぐみさん（関） 中山周平さん（関）

図書カードを当てよう！広報クイズ

みんなの
ページだよ！

図書カードを当てよう！広報クイズ

ふれ
あい広場ひとり暮らし高齢者宅へ火災警報器贈る

イラスト紹介 必ず黒の油性ペンで書いてね！
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職
員
と

　

町
長
さ
ん
も

　
　

演
劇
を

　

健
康
祭

　
　

明
る
い
町
に

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

山
紅
葉

　

小
春
日
和
の

　
　

里
の
秋

　

剣
山
か
ら

　
　

霧
氷
の
便
り

後
藤
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
東
高
原
）

鞍
馬
寺
の

　

木
洩
れ
日
の
中

　
　

踊
っ
て
る

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

　
　

あ
ざ
や
か
紅
葉

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

い
つ
の
ま
に

　

色
香
た
だ
よ
う

　
　

孫
達
や

　

我
が
身
老
醜

　
　

し
み
じ
み
映
す

井
上
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

朝
夕
の

　

ダ
ッ
シ
ュ
の
車

　
　

眺
め
つ
つ

　

若
き
思
い
出

　
　

働
く
よ
ろ
こ
び

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

つ
る
ぎ
や
ま

　

綿
ぼ
う
し
の
せ

　
　

冬
支
度

　

高
い
お
や
ま
で

　
　

ご
来
迎
待
つ

中
山
幸
子
さ
ん
（
関
）

紅
に
う
つ
る

　

水
面
に

　
　

錦
鯉

　

寺
の
夕
暮
れ

　
　

鐘
一
つ
鳴
る

明
石
恵
理
子
さ
ん
（
石
井
）

車
中
よ
り

　

漁
火
見
え
る

　
　

淡
路
島

　

闇
の
海
原

　
　

赤
く
染
め
い
て

桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
浦
）

年
あ
ら
た

　

笑
顔
で
集
ふ

　
　

高
齢
者

　

福
祉
社
会
を

　
　

今
年
も
夢
み
て

松
島
秀
子
さ
ん
（
石
井
）

熟
れ
た
柿

　

啄
む
小
鳥

　
　

と
り
ど
り
に

野
口
直
之
さ
ん
（
重
松
）

柚
湯
の
香

　

南
瓜
食
べ
て

　
　

冬
至
か
な

泉
史
子
さ
ん
（
下
浦
）

穭
田
や

　

稻
の
い
の
ち
の

　
　

強
さ
知
る

阿
部
敏
弘
さ
ん
（
石
井
）

お
正
月

　

子
供
う
れ
し
や

　
　

お
年
玉

吉
岡
悦
子
さ
ん
（
関
）

散
歩
道

　

ど
ん
ぐ
り
見
つ
け

　
　

童
心
に

上
岡
礼
子
さ
ん
（
平
島
）

か
ら
っ
か
ぜ

　

今
日
も
し
み
る
よ

　
　

ふ
と
こ
ろ
に

喜
多
盛
さ
ん
（
石
井
）

イ
ブ
の
夜

　

グ
ラ
ス
に
残
る

　
　

恋
の
色

新
田
安
代
さ
ん
（
石
井
）

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
必
ず
黒
の
油
性

　
　
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
・

　
　

カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

　
　

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介（
３
歳
前
後
・

　
　

写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同
封
し

　
　

て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

　
　

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

　
　
（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
必
ず
書

い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一—

一

石
井
町
役
場

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

〒 779-3295

　

石
井
町
商
工
会
青
年
部
主
催

の
「
ほ
な
け
ん
石
井
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
12
月
５

日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

事
業
所
が
作
成
し
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
た
飯

尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
駐
車

場
は
、
親
子
連
れ
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
見
物
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

石
井
町
の
真
冬
の
夜
を
包
ん

だ
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

　

12
月
21
日
、
中
央
公
民
館

に
て
「
ふ
じ
っ
こ
親
子
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
、
０

歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
テ
ー

ジ
で
の
ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
、

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
白
雪
姫
」
を

鑑
賞
し
た
り
、
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ

た
り
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 　

保
護
者
か
ら
も
、「
楽
し

か
っ
た
」、「
次
回
も
参
加
し

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

真冬を彩る光のファンタジー

ふ
じ
っ
こ
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

短
歌
・
俳
句

川
柳
紹
介

応　
募　
方　
法
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同じ医療機関の窓口で支払った額が１カ月で35,400 円（自己負担限度額）を超えた場合は、
超えた分の払い戻しを受けることができます。注 35,400 円は住民税非課税世帯の場合

高額療養費制度等、国民健康保険についてのお問い合わせは
住民課　国民健康保険係　℡６７４－１１１４　まで

①「３５，４００円（自己負担限度額）」は所得に応
じて異なります。
基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯
の方（上位所得者）や住民税非課税の世帯の方（低
所得者）、その他の世帯の方（一般）では、それぞれ
自己負担限度額が異なります。

自己負担限度額（月額）

上位所得者 150,000 円＋
（医療費-500,000円）╳1％

一　　　般 80,100 円＋
（医療費-267,000円）╳1％

住民税非課税世帯 35,400 円

②「同じ医療機関の窓口」とは？
異 な る 病 院・ 診 療 所 で か か っ た 窓 口 負 担 は、 そ れ ぞ れ が
２１，０００円以上でなければ高額療養費の対象として合算でき
ません。また同じ病院・診療所でも医科と歯科、入院と外来はそ
れぞれ別々に計算します。

③「１カ月」とは？
自己負担額の計算は、１日から月末までの間に医療機関にかかっ
た分について月単位で行います。初診日から１カ月間という意味
ではありません。したがって、月をまたいで医療機関にかかる場
合は、別の月としての計算になります。

本人や同じ世帯の家族（国保加入
者に限る）に、1 カ月で 21,000
円以上の窓口負担が２件以上ある
場合、高額療養費の対象として合
算できます。

①すべての窓口負担（医科・歯科、入院・外来）を合算
することができます。
②自己負担限度額が引き下げられます。
自己負担限度額（月額）

区　分 外　来
（個人単位）

外来 +入院
（世帯単位）

現役並み
所 得 者 44,400 円 80,100 円＋（医療費

-267,000 円）╳ 1％
一　　般 12,000 円 44,400 円
低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

●国民健康保険被保険者証
●医療機関等発行の領収書
●印鑑
●振込先の通帳等、口座番号のわかる
　もの（ゆうちょ銀行以外）

以上のものを持参して、住民課国民健
康保険係の窓口で申請してください。

※対象となるかわからない場合も、
上記を持参して気軽にご相談ください。

同じ世帯で直近 12 カ月に高
額療養費が支給された月数が
3 月を超えた場合は、4 月目
から自己負担限度額が次のと
おり引き下げられます。

4 月目以降の自己負担限度額（月額）
上位所得者 83,400 円
一　　　般 44,400 円

住民税非課税世帯 24,600 円

家族の医療費を合算
することができます。

７０歳以上の方はさらに手厚くなっています。

戻ってくる額が増えるケースがあります。（多数該当）

払い戻しを受けるためには…

④次の費用は
「35,400 円（自己負担限度額）」
に含まれません。
差額ベッド代などの保険診療対
象外の費用や入院時の食費（食
事療養標準負担額）、療養病床に
入院した方の食費や居住費（生
活療養標準負担額）は高額療養
費の対象となる自己負担額には
含まれません。

高額療養費制度のしくみについて

発行／石井町　編集／企画財政課　印刷／遠藤印刷株式会社

国民健康保険加入の方へ
医療費が戻ってくるかもしれません！


